
外気を(例)20℃50%で室内に供給するため、多くの施設ではブラインチ

ラーを使用しています。50%の湿度にするためまずはブラインチラーで

外気を10℃まで冷却し除湿した後、蒸気等で20℃まで加熱し、

20℃50%の環境を作り出しています。

この20℃から10℃までの冷却及びその後の10℃から20℃への加熱分が

エネルギーの無駄になっています。また、ブラインチラーは低温送水の

ため効率が低く、必要な冷水温度帯を引き上げられると空冷ヒートポン

プチラー等高効率の熱源機を使うことができ、大幅な省エネが実現でき

ます。

外気処理にかかるエネルギー消費量を
引き下げたい（除湿）

一般的な外気処理システムにおけるエネルギーの大量消費
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※効率は代表的な値として記載

◆ブラインチラーの効率 ◆空冷ヒートポンプチラーの効率



エネルギー消費量を下げるためには 未利用エネルギーの活用が

効果的。冷熱源として井戸水、温熱減として排温水等の積極的な

活用が求められています。

リキッドデシカント空調機であれば、高効率な空冷ヒートポンプエアコンや再生熱源として

の排温水利用により、理想の省エネラインに沿い外気を(例)20℃50%に冷却除湿し生産に不

可欠な空気環境を大幅な省エネにてご提供できます。

リキッドデシカント空調機なら

未利用エネルギーの活用

＊エネルギー消費量

120kW

47kW

61%減

ブラインチラー
＋蒸気

リキッドデシカント
＋空冷ヒーポンチラー

＋排温水

＊エネルギー消費量試算前提
外気 風量:10,000m3/h

温湿度:夏35℃50%


